
山口県山口市朝田墳墓群Ⅵ地区出土の近世人骨

＊
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はじめに

山口県山口市大字朝田に所在する朝田墳墓群Ⅵ地区の発掘調査が、県道山口宇部線道路改良事業に

伴って2007年度（平成19年度）におこなわれ、古墳人骨と近世・近代人骨が出土した。古墳人骨は

2基の箱式石棺墓から3体が、 1基の石蓋土墳墓から1体が検出された。近代に属すると思われる火

葬骨以外の近世人骨は69体で、大部分は坐葬であった（松下・他、 2009)。

朝田墳墓群は、 1981年（昭和56年）から国道9号線バイパスエ事に伴う発掘調査が開始され、こ

れまでにI地区からⅧ地区において発掘調査が実施されており、弥生時代から古墳時代にかけての人

骨が出土している（松下、 1982、松下・他、 1983)。

近世人骨の出土数や報告例は全国的に少ないが、福岡県北九州市では近世墓の発掘調査が積極的に

おこなわれており、近世人骨の出土量も増え、当時の都市部に住む人々や武家層の形質的特徴が明ら

かになってきている。
さいしょうじ

山口県内での近世人骨の調査報告例も少なく、山口市の西小路遺跡（松下、 1983c)、同市阿知須町
じんしよう おおこのはま つつみさこ さい

の神正遺跡（松下、 1998b)、下関市豊北町の大河浜遺跡（松下・他、 1994)、堤迫・道祖ノ本遺跡（松
むかいど ながとこくふあと

下･他、 1998a)、下関市菊川町の向殿墓地（松下真実･他、 2007)、下関市の長門国府跡（大乗寺)(松
とりごえ

下真実・他、 2011a)、下松市の梅ノ木原遺跡（松下・他、 1986)、柳井市の鳥越遺跡（松下、 1997a)、
むかいだ よしげ

向田遺跡（松下、 2005)、吉毛遺跡（松下真実・他、 2011b)、萩市の萩城跡（松下、 2002a)ぐらいで

ある。本遺跡と下関市の長門国府跡（大乗寺）および柳井市の向田遺跡と吉毛遺跡からは、近世人骨

が多数出土しており、これで山口県の東部、中部、西部からまとまった数の近世人骨が出土したこと

になり、 これにより山口県内の形質的様相が解明できるものと思われる。

今回報告するのは朝田墳墓群Ⅵ地区から出土した人骨のうち、近世人骨である。本人骨の保存状態

は比較的良好であったので、人類学的観察や計測をおこなうことができ、周辺地域の例との比較をお

こなったところ興味ある所見を得たので、その結果を報告しておきたい。

資料

本遺跡から出土した近世人骨は69体（近代小児骨1体を含む）で、そのうちの1体は火葬骨であ

る。表1に示すとおり、火葬骨を除く68体のうち成人骨は44体（男性:21、女性: 19、不明:4)で、

成年骨は1体（女性）、幼小児骨は23体である。人骨の性別、年齢などは表2に示した。なお、性別・

年齢などについては､報告書「朝田墳墓群Ⅷ（山口県埋蔵文化財センター調査報告第71集､2009年)」

の付編「山口市朝田墳墓群第Ⅵ地区・第Ⅱ地区出士の人骨」に人骨一覧表を掲載したが、その後精査

し、再検討をおこなった結果、一部訂正したものがある。

埋葬姿勢は大部分が坐位である。埋葬施設（容器）は棺材が残っていなかったので、明確ではない
＊Masami MATSUSHITA

TheDoigahamaSiteAnthropologicalMuseum[土井ヶ浜遺跡・人類学ミユージアム〕 1



が、桶棺もしくは箱棺だったものと思われる（松下・他、 2009)。

発掘調査および人骨の実測は、筆者の他に松下孝幸、磯部美恵子、松下玲子、中野江里子がおこな

い、人骨の整理・復元・計測値の計算などは磯部、松下玲子、中野が担当した。

計測方法は、 Martin-Saller(1957)によったが、脛骨の横径はオリピエの方法で計測し、鼻根部に
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図1 遺跡の位置（1/25,000）
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ついては鈴木(1963)と松下ら(1983a)の方法で計測をおこなった。なお、年齢区分は表3の基準の

とおりである。

所見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

表1 資料数(Table l. Numberofmaterials)

成 人 辮
一
鮒

幼小児 合計

男性 女性 不明

非火葬骨 21 19 4 1 23 68

火葬骨 0 0 1 0 0 1

合計 21 19 5 1 23 69

表3年齢区分(Table3. Divisionofage)

年齢区分 齢年

未成人乳児

幼児

小児

成年

1歳未満

1歳～5歳（第一大臼歯萌出直前まで）

6歳～15歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

16歳～20歳（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成人 壮年

熟年

老年

21歳～39歳(40歳未満）

40歳～59歳（60歳未満）

60歳以上

注）成年という用語については土井ケ浜遺跡第14次調査報告書(1996)を参照されたい。

1 ．頭蓋

（1）脳頭蓋

男性の脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が180.00m(8例)、頭蓋最大幅は140.00m(6例)、バジオン・

ブレグマ高は138｡00m(10例）である。頭蓋長幅示数は78.38(4例)、頭蓋長高示数は77｡63(7例)、

頭蓋幅高示数は101.48(6例）となり､頭型はmeso-,hypsi-,akrokran(中｡高・尖頭型）に属している。

また、頭蓋水平周は515.50m(2例）で、横弧長は318.40m(5例)、正中矢状弧長は371. 14m(7例）

である。

女性の脳頭蓋の計測値は､頭蓋最大長が169｡33m(6例）で､頭蓋最大幅は137.57m(7例)､バジオン・

ブレグマ高は133. 14m(7例）である。頭蓋長幅示数は82.30(5例）で､頭蓋長高示数は78｡84(6例)、

頭蓋幅高示数は96.81(6例）となり、頭型はbrachy-,hypsi-,metriokran(短、高、中頭型）に属し

ている。頭蓋水平周は485.50m(4例）で､横弧長は306.75m(4例)、正中矢状弧長は354.25m(4例）

である。

男性の頭型は､長頭型が2例(ST-15,22)、中頭型が1例(ST-27)､過短頭型(ST-73)が1例であった。

そのほか計測はできないが、観察によって頭型を知ることができるものが7例あり、短頭型(ST-46)
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はわずか1例で、長頭型は4例(ST-20,55,56,72)、長頭に近い中頭型は2例(ST-24,60)あり、男性

の実際の頭型は、頭蓋長幅示数の平均値よりはいくぶん長頭に傾いていると考えていた方がいいよう

である。また、女性は、長頭型が1例(ST-39)、短頭型が3例(ST-49,54,75)、過短頭型1例(ST-48)

であるが、計測できないが観察で頭型が推測できるものが3例ある。 うち1例(ST-39)は中頭型であ

るが、 2例は短頭型(ST-38,41)である。すなわち、 8例中6例が短頭型と過短頭型なので、女性の

場合は5例の平均値が示すとおり、頭型は短頭型である。

（2）顔面頭蓋

男性の顔面頭蓋の計測値は､、顔長が91.00m(5例）、頬骨弓幅は[134.50]m(4例)、中顔幅は

103.25m(4例)、顔高は118.00m(4例)、上顔高は66.50m(4例）で、顔示数は[87.91] (K)(4例）、

117.62(V)(3例)、上顔示数は[49.54] (K)(4例)、 66.21(V)(2例）となり、顔面には低・広顔傾向

が見られる。

女性の顔面頭蓋の計測値は、顔長が91.00m(2例）で、頬骨弓幅は128m(1例)、中顔幅は

96.33m(3例)、顔高は111m(1例)、上顔高は63.50m(2例）で、顔示数は112. 12(V) (1例）、上顔

示数は[50.57] (K)(3例）、 66.19(V)(2例）となり顔面には男性同様に低・広顔傾向が認められる。

男性の眼窩幅は44.33m(右) (6例)、 42.60m(左) (5例）、眼窩高は34.00m(右) (7例）、

33.33m(左）(3例）で、眼窩示数は76.69（右） （5例）、 80.71(左)(3例）となり、両側とも

mesokonch(中眼窩）に属している。

女性の眼窩幅は43.83m(右) (6例)、 42.00m(左) (3例)、眼窩高は35.40m(右) (5例)、

35.67m(左）(3例）で、眼窩示数は81.44(右) (5例）、 88.02(左)(2例）となり、右側は

mesokonch(中眼窩)、左側はhypsikonch(高眼窩）に属している。

男性の鼻幅は26.14m(7例)、鼻高は51.83m(6例）で、鼻示数は49.72 (6例） となり、

mesorrhin(中鼻）に属している。

女性の鼻幅は26.00m(6例)、鼻高は49.86m(7例）で、鼻示数は52.48(6例）となり、女性は

chamaerrhin(低鼻）に属している。

男性の鼻根部の計測値は、前眼窩間幅が18. 11m(9例）で、鼻根横弧長は20.38m(8例)、鼻根脅

曲示数は89.50(8例）となり、鼻根部は扁平である。

女性の鼻根部の計測値は、前眼窩間幅が16.33m(6例）で、鼻根横弧長は18. 17m(6例)、鼻根脅

曲示数は89.74(6例）となり、鼻根部は男性同様に扁平である。

男性の歯槽側面角は79.00度(2例)、女性の歯槽側面角は81.00度(2例）で、男女とも歯槽性突

額傾向は認められない。

2.四肢骨

（1）上肢骨

①上腕骨

男性の計測値は、最大長が294m(右)(1例)、骨体最小周は62.40m(右)(5例)、 62.33m(左)(3

例)、中央周は65.25m(右)(8例)、 65.60m(左)(5例）で、長厚示数は23.47(右)(1例）となり、

骨体は丈夫である。また、中央最大径は22.14m(右) (7例)、 22.50m(左) (6例)、中央最小径は
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17.43m(右)(7例)、 17. 17m(左)(6例）で、骨体断面示数は78.62(右)(7例)、 76.32(左)(6例）

となり、骨体の扁平性は弱い。

女性の計測値は、最大長が252m(右）(1例)、 248m(左)(1例)、骨体最小周は57.25m(右)(4

例）、 55.50m(左)(4例）、 中央周は62.20m(右)(5例）、 57.67m(左)(3例）で、長厚示数は

21.83(右）(1例)､21.77（左） （1例）となり骨体はやや丈夫である。また､中央最大径は21.80m(右）

(5例)、 20.00m(左)(4例)、中央最小径は15.40m(右)(5例)、 14.75m(左)(4例）で、骨体断面

示数は70.69(右）(5例)、 73.77(左）(4例）となり、女性の骨体は扁平である。

（2）下肢骨

①大腿骨

男性の計測値は、最大長が400I'''''(左)(1例）で、長さは短い。骨体中央周は84.46m(右)(13例)、

84.80m(左)(10例）で､骨体はやや太い｡骨体中央矢状径は26.85m(右)(13例)､27.501nm(左)(10例）

で、横径は27.07m(右) (14例)、 26.64m(左) (11例）で、骨体中央断面示数は99.45 (右) (13

例)、 103.46(左）(10例）となり、粗線や骨体両側面の後方への発達はやや良好である。また、上骨

体断面示数は77.01(左)(10例)、 78.62(左)(10例）となり、骨体上部は扁平である。

女性の計測値は、骨体中央周が75.33m(右)(6例)、 75.29m(左)(7例）で、骨体はやや太

い。骨体中央矢状径は23.50m(右)(6例)、 22.86m(左)(7例）で、横径は24.17m(右)(6例)、

25.00m(左)(7例）で、骨体中央断面示数は92.86(右)(5例)、 91.70(左)(7例）となり、粗線や

骨体両側面の後方への発達は悪い。また、上骨体断面示数は77.00（左）(7例)、 74.74(左）(8例）

となり、男性同様に骨体上部は扁平である。

②脛骨

男性の計測値は、脛骨最大長が326.75m(右)(4例)、 336.00m(左)(2例）で、長さは短い。骨

体周は79.50m(右)(10例)、 81.17m(左)(6例)、最小周は70.80m(右)(10例)、 73.00m(左)(7

例）で､骨体はやや太く、長厚示数は20.94(右）(1例)、22.01（左)(1例）で､右側の骨体はきやしや

である。中央最大径は28.20m(右)(10例)、 29.00m(左)(7例)、中央横径は20.85m(右)(13例)、

20.78m(左)(9例）で、骨体中央断面示数は74.49(右)(10例)、 75.77(左)(6例）となり、骨体に

は扁平性は認められない。

女性の計測値は、脛骨最大長が281m(右)(1例）、 296.00m(左)(3例）で、長さは短い。骨

体周は65.13m(右)(8例)、 67.75m(左)(4例)、最小周は60.86m(右)(7例)、 60.50m(左)(4

例）で骨体はやや太く、長厚示数は22.28（左）(2例）で、骨体は丈夫である。中央最大径は

23.25m(右)(8例)、 23.60m(左)(5例)、中央横径は17.50m(右)(8例)、 18.50m(左)(6例）で、

骨体中央断面示数は75.29（右）(8例)、 75.06(左)(4例）となり、男性同様に骨体には扁平性は認

められない。

3．推定身長値

大腿骨からは男性1例の推定身長値が算出できた。 Pearsonおよび藤井の公式を用いて推定身

長値を算出すると、 156.51cm(Pearson)(右)、 153.70cm(藤井) (右） となる。また、脛骨からは

156.72cm(Pearson)(右)(2例）、 154.22cm(Pearson)(左)(1例）、 154.71cm(藤井)(右)(4例）、
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156.84cm(藤井)(左)(2例）となり、男性は低身長である。

女性では、脛骨から推定身長値を算出すると、 140.75cm(Pearson)(左)(2例)、 139.69cm(藤

井）（右)(1例)、 143.02cm(藤井)(右)(3例）となり、男性と同様に女性の身長はかなり低い。

特殊所見

ST-22 (男性・熟年）

甲状軟骨の骨化が認められる。また、右側大腿骨と右側膝蓋骨が関節面で癒合しており、右側脛骨

上関節面と右側腓骨頭関節面には鰊状の骨増殖がみられる。また、左側の第2から第5のそれぞれ基

節骨と中節骨の癒合と、左側の第2、第3中手骨と手痕骨の癒着が認められる。

ST－53 (男性・熟年）

右側肘関節には変形性肘関節症がみられる。関節の炎症による右側上腕骨肘頭窩と右側尺骨滑車切

痕縁に骨増殖が認められる。

考察

山口県と北九州市から出土している近世人骨との比較をおこなってみた。

1 ．頭蓋

(1)脳頭蓋

表4は男性の脳頭蓋の比較表である。頭蓋長幅示数は78.38(4例）で、表4では最大値となるが、

山口県では吉毛と大差なく、その他の資料より大きい。北九州では、宗玄寺と大差なく、その他の資

料より大きく、頭蓋長幅示数は北九州の武家層の近世人骨と大差ない。

表5は女性の脳頭蓋の比較表である。頭蓋長幅示数は82.30(5例）で、表5では最大値となり、短

頭傾向が進んでいる都市部の甕棺出土の武家層人骨より短頭性が強い。また、女性では山口県の近世

人5遺跡のうち大河浜と向田を除く3遺跡で短頭型であることは山口県内の特徴として注目しておき

たい。

（2）顔面頭蓋

表6は男性の顔面頭蓋の比較表である。顔の幅型を表す頬骨弓幅は[134.50]m(4例）で、 この

平均値は表6では最小値である。同じく顔の幅を表す中顔幅は103.25m(4例）で、大河浜、大乗

寺に次いで大きい。一方、顔の高径を表す顔高は118.00m(4例）で、大河浜、向田、上清水、吉

毛より大きいが、宗玄寺、京町、京町第3、大乗寺より小さい。同じく顔の高径を示す上顔高は

66.50m(4例）で、向田、大河浜より大きいが、上清水と大差なく、その他の資料より小さい。顔の

プロポーシヨンを示す顔示数は、 コルマンの顔示数が〔87.91〕 （4例）で、向田、大河浜より大きい

が、宗玄寺、京町、京町第3よりはかなり小さい。 ウイルヒヨーの顔示数は117.62(V)(3例）で、吉

毛、向田、大河浜、上清水よりも大きいが、宗玄寺、京町、京町第3よりはかなり小さい。上顔示数

は、コルマンの上顔示数が〔49.54〕 （4例）で、大乗寺、吉毛、向田、大河浜より大きいが、宗玄寺、

京町、京町第3よりは小さい。 ウイルヒヨーの上顔示数は66.21(2例）で、向田、大河浜より大きい

く、上清水、大乗寺と大差なく、吉毛、宗玄寺、京町、京町第3よりは小さい。
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歯槽側面角は79．00度（2例）で、大乗寺の平均値に一致し、表6では最大値となり、歯槽性突額

傾向は認められない。

男性の朝田近世人の顔面頭蓋は､都市部の武家層よりも地方の農村･漁村の近世人の形質に近く、低・

広顔傾向が認められる。

表7は女性の顔面頭蓋の比較表である。顔の幅径を表す頬骨弓幅は128m(1例）で、吉毛の平均値

に一致し、京町、大河浜に次いで大きい。中顔幅は96.33m(3例）で、大河浜、吉毛、大乗寺に次い

で大きい。一方、顔の高径を表す顔高はlllm(1例）で、向田、上清水、吉毛より大きいが、その他

の資料より小さい。同じく顔の高径を表す上顔高は63.50m(2例）で、吉毛、上清水、向田より大き

いが、その他の資料より小さい。 ウイルヒョーの顔示数は112. 12(1例）で、吉毛、向田より大きく、

大河浜と大差なく、その他の資料より小さい。上顔示数は､コルマンの上顔示数が[50.57] (3例）で、

吉毛、向田より大きく、大河浜と大差なく、その他の資料よりは小さい。 ウィルヒョーの上顔示数は

66. 19(2例）で、向田、大河浜より大きいが、その他の資料より小さく、男性同様に顔面には、低・

広顔傾向が認められる。歯槽側面角は81．00度（2例）で、表7では最大値となり、歯槽性突額傾向

は認められない。

表8は男性の鼻根部の比較表である。鼻根脅曲示数は89.50(8例）で、上清水に次いで大きく、鼻

根部は扁平である。鼻根角は131.50度(2例）で､表8では最小値となり、鼻骨はやや隆起している。

表9は女性の鼻根部の比較表である。鼻根響曲示数は89.74(6例）で、表9では最大値となり、男

性同様鼻根部は扁平である。鼻根角は151.33(3例）で、大河浜と大差なく、表9では最大値となり、

鼻骨の隆起はきわめて弱く、鼻は低い。

2.四肢骨

（1）上腕骨

表10は男性の上腕骨である。最大長は294m(1例）で、吉毛、上清水に次いで大きい。中央周

は65.25m(8例）で、表10では最小となり、骨体は細く、平均値は宗玄寺と大差ない。最小周は

62.40m(5例）で、宗玄寺より大きいが、吉毛、京町第3、大河浜、大乗寺より小さく、向田、上清水、

京町に近い。長厚示数は23.47(1例）で、表10では最大値となり、吉毛に近く、骨体は丈夫である。

骨体断面示数は78.62(7例）で、大河浜に次いで大きく、骨体の扁平性は強くない。

表llは女性の上腕骨の比較表である。最大長は252m(1例）で、表llでは最小値を示し、長さは

短い。中央周は62.20m(5例）で、最小周は57.25m(4例）で、両者とも大河浜に次いで大きく、女

性骨体は太い。長厚示数は21.83(1例）で、表llでは最大となり、骨体はやや丈夫である。骨体断

面示数は70.69(5例）で、上清水と大差ないが、その他の資料より小さく、骨体は扁平である。

（2）大腿骨

表12は男性の大腿骨の比較表である。最大長は400m(1例）で、表12では最小値となり、大腿骨

は短い。中央周は84.46m(13例）で、京町第3、宗玄寺より大きいが、大河浜、吉毛、向田、上清

水より小さく、大乗寺、京町に近く、骨体は細い。骨体中央断面示数は99.45(13例）で、上清水、

向田、京町よりは大きく、吉毛と大差なく、その他の資料より小さく、粗線の発達は良好であるが、

骨体両側面の後方への発達は悪い。上骨体断面示数は77.01(10例）で、大河浜、上清水、吉毛より
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大きく、京町、大乗寺に近く、その他の資料より小さく、骨体上部は扁平である。

表13は女性の大腿骨の比較表である。中央周は75.33(6例）で、向田と大差なく、京町第3、京町、

大乗寺、宗玄寺より大きいが、その他の資料より小さく、骨体はそれほど大きくない。骨体断面示数

は92.86(5例）で、表13では上清水に次いで小さく、粗線と骨体両側面の後方への発達は悪い。上

骨体断面示数は77.00(7例）で、示数値は宗玄寺に次いで大きいが、骨体上部は扁平である。

（3）脛骨

表14は男性の脛骨の比較表である。最大長は326.75m(4例）で、大河浜よりは大きく、吉毛と大

差ないが、その他の資料よりは小さく、脛骨は短い。骨体周は79.50m(10例）で、表14では宗玄寺、

京町、京町第3よりは大きいが、大河浜、吉毛、向田よりも小さく、大乗寺、上清水と大差なく、骨

体はやや細い。中央断面示数は74.49(10例）で、向田、京町第3に次いで大きく、骨体には扁平性

は認められない。

表15は女性の脛骨の比較表である。最大長は281m(1例）で、表15では最小値となり、脛骨は短

い。骨体周は65. 13m(8例）で、表15では最小値となり、骨体は細い。中央断面示数は75.29(8例）

で、大乗寺、向田、大河浜に次いで大きく、男性同様骨体には扁平性は認められない。

3．推定身長値

表16は男性の推定身長値の比較表である。大腿骨最大長からの推定身長値は156.51cm(Pearson)(1

例）で、表16では最小値となり、男性の身長は低い。

表17は女性の推定身長値の比較表である。脛骨最大長からの推定身長値は140.75m(Pearson)(2

例）で、上清水の140.63cmと大差なく、女性も低身長である。

要約

山口県山口市大字朝田字勝井に所在する朝田墳墓群の発掘調査が2007年（平成19年）におこなわ

れ、 69体（近代小児骨1体を含む）の近世人骨が出土した。人骨の人類学的観察と計測をおこない、

以下の結果を得た。

1． 69体のうち1体は火葬骨である。火葬骨を除く68体のうち成人骨は44体（男性：21、女性：

19、不明:4)で、成年骨は1体（女性）、幼小児骨は23体である。

2．本人骨の所属時期は、考古学所見から、近世に属する人骨と推測されている。

3．男性の脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が180.00m(8例)、頭蓋最大幅は140.00m(6例)、バジオ

ン･ブレグマ高は138.00m(10例）で、頭蓋長幅示数は78.38(4例）となり、頭型は中頭型である。

女性の脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が169.33nn(6例)、頭蓋最大幅は137.57m(7例)、バジオン・

ブレグマ高は133.14m(7例）で､頭蓋長幅示数は82.30(5例） となり､頭型は短頭型に属している。

頭蓋長幅示数の平均値は、男性の頭型は中頭型に、女性は短頭型に属しているが、男性の場合は観

察所見も含めると、頭型は平均値以上に長頭に傾いている。女性の場合は観察所見を含めても頭型

は短頭型である。

4．男性の顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓福が[134.50]m(4例)、中顔幅は103.25m(4例)、顔高は

118.00m(4例)、上顔高は66.50m(4例）で、顔示数は[87.91] (K)(4例）、 117.62 (V)(3例)、
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上顔示数は[49.54] (K)(4例)､66.21(V)(2例）となり､顔面には低・広顔傾向が認められる。一方、

女性の顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓幅が128m(1例)、中顔幅は96.33m(3例)、顔高は111m(1

例)、 上顔高は63.50m(2例）で、顔示数は112. 12(V)(1例)、上顔示数は[50.57] (K)(3例)、

66.19(V)(2例）となり、顔面には男性同様に広・低顔傾向が認められる。

5．鼻根部は男女とも扁平である。歯槽性突顎の傾向は男女とも認められない。

6．男性の上腕骨は長いが、骨体は細く、骨体の扁平性は弱い。女性の上腕骨は著しく短いが、骨体

は太く、骨体はなかり扁平である。

7．男性の大腿骨は短い。男女とも大腿骨体は細く、骨体両側面の発達は悪いが、骨体上部はやや扁

平である。

8．脛骨は男女とも長さは短く、骨体は細く、骨体の扁平性は認められない。

9．大腿骨最大長から算出した男性の身長値は、 156.51cm(Pearson)で、他の近世人骨と比べるとや

や低い。一方、女性の推定身長値は、脛骨最大長から140.75cm(Pearson)で、身長はかなり低い。

10.変形性肘関節症を示す個体(ST-53)と、膝関節と手の骨に骨癒合がみられる個体(ST-22)がそれ

ぞれ1体ずつ存在する。

11．男性の頭型は短頭に近い中頭型で、女性は短頭型に属しているが、男性はやや長頭に、女性は近

世人としてはより短頭に傾いている。顔面は男女ともに「低・広顔」であるが、女性の方がその傾

向が強い。男性は低・広顔といっても、同じ低・広顔の特徴を示す上清水、大河浜、向田、吉毛よ

りもその傾向は弱いが、女性はこれらと大差ない。また、鼻根部は男女ともに扁平であるが、歯槽

性突顎は男女とも認められない。本近世人には、中世人の特徴である、長頭性、鼻根部の扁平性、

歯槽性突顎のうち男女ともに歯槽性突顎はみられない。また、女性は明らかに短頭に傾いている。

短頭傾向を示す女性は本例の他に大乗寺（甕棺出土人骨）と吉毛があるが、これらは北九州市の武

家層よりも短頭である。山口県にみられる短頭化の要因を今後検討していく必要がある。

山口県では、近年の発掘調査で、東部、中部、西部でそれぞれ近世人骨が揃った。山口県の近世

人骨には北九州市を中心とする九州の近世人とは異なる特徴がみられる。今後、詳細な検討をおこ

なっていきたい。
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表2朝田墳墓群第Ⅵ地区出土近世人骨一覧(Table2.Listofskeletons)

備 考人骨番号 性別年齢 時代平面プラン埋葬姿勢 頭位顔の向き埋葬遺構

ST-10 一 幼児 4歳近世楕円形 不明

ST-12 一 小児 13歳近世 方形 坐位 北

ST-14 男性熟年 近世 方形 不明

ST-15 男性熟年 近世長方形 仰臥 北

ST-16 女性不明 近世 不明

ST-17 女性壮年 近世 側臥(右を下）北西

ST-18 一 幼児 4歳近世 方形 不明 北

ST-19 一 幼児 3歳近世 不明

ST-20 男性熟年 近世 方形 坐位 南西

ST-21 男性不明 近世 不明 不明

ST-22 男性熟年 近世長方形 仰臥 西

ST-23 不明不明 近世隅丸方形 仰臥 北東

ST-24 男性壮年 近世 方形 坐位 北 一
ST-25 男性熟年 近世 不明 坐位 東

ST-26 男性熟年 近世長方形 不明 可E

ST-27 男性壮年 近世長方形 仰臥 北

ST-28 女性不明 近世 円形 坐位 北 正坐

ST-29 一 幼児 2歳近世 骨片

ST-30 女性壮年 近世長方形側臥(右を下） 北

ST-31 一 幼児 3～4歳近世 方形 坐位 南

ST-32 不明不明 近世

ST-33 一 乳児 6ケ月近世 骨片
ST-35 一 小児 6歳近世 方形 仰臥－ ~ －－ 北

ST-36 男性不明 近世長方形側臥(左を下） 南

ST-38 女性成年 近世長方形 仰臥－－~~－－－ 北

ST-39 女性熟年 近世長方形側臥(右を下） 西

ST-40 一 小児 9～10歳近世長方形 仰臥一一一一~~－－－－ 北
ST-41 女性壮年 近世 方形 坐位 南 正坐

ST-43 一 幼児 3～4歳近世 方形側臥(右を下） 北

ST-44 不明不明 近世 火葬骨(頭蓋､四肢骨小片）

ST-45 一 小児 11～12歳近世

ST-46 男性壮年 近世 方形 坐位 西

ST-47 一 幼児 1.5～2歳近世

－ 北西
ST-48 女性老年 近世 方形 坐位 西ST-49 女性老年 近世 方形 坐位

ST-49上層 女性壮年 近世

ST-50 一 小児 10歳近世

ST-51 不明不明 近世 不明

ST-52 一 幼児 4歳近世 骨片

ST-53 男性熟年 近世 方形 坐位 西

ST-54 女性熟年 近世 方形 坐位 南西

ST-55 男性熟年 近世 方形 坐位 西

ST-56 男性壮年 近世 方形 仰臥 北

ST-57 一 小児 12歳近代 長方形 北仰臥 かんざし
ST-58 不明不明 近世

ST-59 女性不明 近世

ST-60 男性壮年 近世長方形 仰臥 南

ST-61 女性不明 近世長方形 不明 西

ST-62 男性熟年 近世
骨片

骨片
幼児 4～5歳 近世５
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